
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

2016 年 5 月 3 日（火） 

第 8 号 
発行 村上久義教宣部長 
TEL096-283-7811 

 

 新潟県建設ユニオンからアスベスト飛散防止剤と噴霧器が熊本まで到着しました。提供いた

だいた新潟県の㈱工進さんは、東部支部中村厚生文化部長が以前に勤めていた会社であること

が分かり、中村さんから直接お礼の電話を入れたそうです。思わぬつながりに、お互い感激さ

れたと報告がありました。 



１、被害状況（該当支部）                        5/2 9：00 現在 

 菊鹿 阿蘇 東部 西部 宇城 計 

ケガ 0 0 7 6 1 14 

家      

全壊 
1 1 56 10 6 74 

半壊 

瓦・一部 
8  128 21 100 257 

地盤沈下   

液状化 
 

１ 

（川沿い） 
   1 

土石流避難  4    4 

 

（１）被災地の状況 

  〇家の裏が土砂崩れの恐れがあり、ずっと車中泊をしている。 

  〇震災後入院していた高齢家族が、他の患者受け入れの為退院となり３日後に亡くなった。 

  〇余震が続いているが、施主から早く工事を再開してほしいと催促されている。 

 

（２）被災した仲間の要望（また地域住民からの要望）2日 

  〇レトルト食品が大変喜ばれています。（片づけ作業で、料理を作る気力がわかない） 

   （在庫が少なくなってきました。物資を送ってもらえるとありがたい） 

２、支援活動 

（１）支援 

  ○徳島建設労働組合・佐賀建連から生活用品・復興グッズが届きました。  

  〇宇城支部と人吉球磨支部から支援物資が届いています。 

  

（２）全国からの激励・支援（予定） 

  ○３日は、福建労の仲間が駆け付けボランティア活動予定です。 

   ※天気が心配な状況です。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

<何か困ったことがあれば熊建労まで連絡を> 
・熊建労 東部支部 熊本市東区健軍 2-10-11  ℡096-365-6626 
・熊建労 西部支部 熊本市西区春日 7-1206-14 ℡096-283-7811 

屋根瓦補修等で、転落事故が起きています。必ず労災加入を！ 

 ３日から全建総連傘下の県連の力を借りながら片づけのボランティアを行います。２日現在、

ボランティアの要請があった組合員は８人となっています。どの組合員も、自治体からのり災

証明書が発行されず、まだ片付けられない状況が続いています。 
 今後り災証明書が発行されると、ボランティア要請が増えてくることが予想されます。２日

現在１４０人のボランティア登録を完了しましたが、１人でも多くの方の登録及びボランティ

ア活動参加をお願いします。 
 余震が続いている中ですが、みんなで力を合わせて出来ることからやっていきましょう。 


